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研究成果の概要（和文）：　本研究では、育みたい資質・能力に関する保育者のコンピテンシー測定尺度の開発
を目的とした。研究者らは、文部科学省（2016；2017；2018）等を参考に、PNTCS-QAの因子構造モデルを仮定し
た。このモデルの構成概念妥当性を確認的因子分析にて、また信頼性をCronbachのα信頼性係数にて解析した。
その結果、PNTCS-QAの信頼性・妥当性が十分であることが確認された。今後、この研究結果を基礎に、保育にお
ける職業能力の客観的評価や研究に活用していくことが望まれる。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to development the preschool and nursery 
teachers' competency scale on “The qualities and abilities that the preschool and nursery teachers 
want children to bring up（PNTCS-QA）”. We hypothesized the factor structural model of PNTCS-QA
（three factors and a second-order factor model） using the Ministry of Education, Culture, Sports, 
Science and Technology（2016；2017；2018）et al. We analyzed construct validity with confirmatory 
factor analysis and reliability with Cronbach's alpha reliability coefficient. As a result, it's 
confirmed to be adequate reliability and validity of PNTCS-QA. In the future, it is hoped that the 
result of this research will be used for objective evaluation and research of vocational ability in 
childcare.

研究分野：子ども学および保育学関連

キーワード： 育みたい資質・能力　保育者　コンピテンシー　尺度開発　確認的因子分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　今回開発したPNTCS-QAでは、「育みたい資質・能力に関する保育者のコンピテンシー」に関して、一次元性を
持つ項目群が選定されているとともに、確認的因子分析による因子構造モデルの適切さが検証されている。この
ようなPNTCS-QAは、保育者のコンピテンシーの水準に対する客観的な評価、また、育みたい資質・能力に関する
保育者のコンピテンシーが、子ども達の円滑な保幼小接続を促進していくという概念との因果性の検討などに活
用でき、教育や実践に資する知見の蓄積にとって貢献できるものと推察される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 保育者効力感に関連する測定尺度において「人間関係」に関する保育者効力感に限定されてい
ること（西山 2005；西山 2006）、保育者を対象としたケアリングに関連する測定尺度を用いた
研究は見当たらないこと（井上ら 2019）、保育者効力感を独立変数とした先行研究においてケア
リングを従属変数とした研究が見当たらないこと(井上 2014)から、保育者が保育における職業
能力の自己点検・評価を行うことができるよう、保育者効力感、及びケアリングの数量化が可能
な尺度を開発するとともに、保育者効力感とケアリングの関連性を明らかにすることが急務で
あると考えた。 
一方、補助事業期間中、COVID-19 の世界的な感染拡大が続いており、研究対象者が所属する
認可保育所及び幼保連携型認定こども園においては、休園や登園自粛、園児・保育者・保護者の
安全の確保、子どもたちの学び育つ権利の保障等、非常に難しい課題に直面していた。本研究で
は、非常に難しい課題に対応する研究対象者にかかる負担を軽減する一方策として、複数回の調
査による「保育者効力感、及びケアリングの数量化が可能な尺度の開発」及び「保育者効力感と
ケアリングの関連性の検討」から、横断的調査で得たデータを用いた尺度開発に焦点を当てて、
分析する変数間に統計学的に有意な関連性を見出すことにした。具体的には、保育の質の向上に
職場内で取り組むための示唆を得ることをねらいとして、産業界より若年労働者を供給する中
心的な役割を担うようになった大学に対し、職業人としての基礎能力の育成を求めるようにな
ってきている現状、及び企業の採用・人事の面においてコンピテンシー概念が導入されている現
状（文部科学省 2008：12）を鑑みて、保育者の潜在能力及び顕在能力（保育者のコンピテンシ
ー）に着目することとした。 
保育者が、子どもたちの学び育つ権利の保障等、非常に難しい課題に直面している中、保育者
の潜在能力及び顕在能力（保育者のコンピテンシー）について、特に、教育要領（文部科学省 
2017）、保育指針（厚生労働省 2017a）、教育・保育要領（内閣府 2017）において示された概念
規定に即した上で、幅広い領域におけるコンピテンシーの概念やその因子構造を参考に、幼児教
育・保育の領域におけるコンピテンシーの概念を構築するとともに、その概念が測定できる測定
尺度を開発して、評価や研究に用いて教育や実践に資するエビデンスを蓄積していくことは喫
緊の課題であると推察した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、保育の質の向上に資する資料を得ることをねらいとして、育みたい資質・能力に関
する保育者のコンピテンシーを測定する尺度（Preschool and nursery teachers' competency 
scale on “The qualities and abilities that the preschool and nursery teachers hope c
hildren to bring up.” 以下、PNTCS-QA とする）の開発を目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）調査方法 
調査内容は、基本属性（保育所での勤続年数・幼稚園での勤続年数・認定こども園での勤続年
数・性別・年齢）と、育みたい資質・能力に関する保育者のコンピテンシーに関連する項目で構
成した。 
本研究では、PNTCS-QA の開発において、「育みたい資質・能力に関する保育者のコンピテンシ
ー」を、「保育目標を達成するための援助を遂行する能力」と定義し、文部科学省（2016；2017；
2018）、厚生労働省（2017a；2018a）、内閣府（2017；2018）、スペンサーら（＝2011：12-4）を
参考に、３つの下位概念（「保育者による子ども達の『知識及び技能の基礎』『思考力、判断力、
表現力等の基礎』『学びに向かう力・人間性等』を育むための一貫した反応」）で構成した。それ
ら下位概念の測定には、文部科学省（2016；2017；2018）、厚生労働省（2017a；2018a）、内閣府
（2017；2018）を参考に、「知識・技能の基礎を育む保育者のコンピテンシー」として 10 項目、
「思考力、判断力、表現力等の基礎を育む保育者のコンピテンシー」として 6項目、「学びに向
かう力・人間性等を育む保育者のコンピテンシー」として 13項目をあらかじめ準備した。なお、
質問項目に関する回答は、先行研究（Spencer ら＝2011：12-4）を参考に、「1点：していない」
「2 点：どちらかといえばしていない」「3 点：どちらかといえばしている」「4 点：している」
の 4件法で求め、得点が高いほど、コンピテンシーの度合いが高くなるよう数値化した。 
 
（2）調査対象と倫理的配慮 
 調査対象は、A県にある認可保育所及び幼保連携型認定こども園 581 ヵ所に所属する保育者で
あり、所属長に選定を依頼した。なお、本調査は、研究代表者が所属する機関の研究倫理審査委
員会の承認を得て実施した。 
 
（3）解析方法 
まず、冗長性の高い測定項目を削除することを目的に、育みたい資質・能力に関する保育者の
コンピテンシー29項目間の多分相関係数（ポリコリック相関係数）を算出し、その数値が 0.8 を
上回る項目ペアのどちらか一方を削除した。その後、残された項目において、尺度の内的整合性
を低下させる項目の削除を企図して、修正済み項目合計相関係数（CITC : Corrected Item Tot
al Correlation）を算出し、その値が 0.4 未満を項目削除の基準とした。その後、前記方法に従



って修正された PNTCS-QA の因子構造モデル（3 因子二次因子モデル）の構成概念妥当性を確認
的因子分析にて、また信頼性を Cronbach のα信頼性係数にて解析した。 
前記の因子構造モデルのデータに対する適合度の判定は、適合度指標 Comparative Fit Inde
x（CFI）と Root Mean Square Error of Approximation（RMSEA）を参考に行った。CFI は 0.9 以
上、RMSEA は 0.1 以下であれば、適合度が良好（豊田 2003：123-4）とされる。また、パラメー
タの推定には重みづけ最小二乗法の拡張法（Weighted Least Squares Means and Variance Adj
usted：WLSMV）を使用し、推定されたパラメータの有意性は検定統計量の絶対値が 1.96 以上（有
意水準 5％）を示したものを統計学的に有意であると判断した（Peek 2000）。 
以上の解析には SPSS Statistics 22.0、M-Plus8.5 を使用した。統計解析には回収された 31
6 名の調査票のうち、回答に欠損を有さない 297 名のデータを使用した。 
 
（4）結果 
① 分析対象の属性分布 
集計対象者の基本的属性を表 1に示した。 
 

表 1 集計対象者の基本的属性（n=297） 

 
 
② PNTCS-QA の回答分布と質問項目に対する検討 
質問項目に対する回答分布は表 2に示した。まず、質問項目 29項目の各項目間の多分相関係
数を算出したところ、その数値が 0.8 以上は 6 ペアであった（表 3）。このうちのいずれか一方
の 6項目（x1、x11、x19、x20、x22、x28）を削除した。次に、前段階において削除された 6項
目を除く 23 項目の修正済み項目合計相関（CITC）を算出した。この結果、2 項目（x18、x26）
が 0.4 未満であったため、これらの項目を削除した（表 2）。上記の分析過程で 8項目を削除し、
最終的に 21 項目が残った。 
 
表 2  育みたい資質・能力に関する保育者のコンピテンシーに関する回答分布 

 

性別 認定こども園での勤務年数

　男性 18 ( 6.1 ) 　なし 185 ( 62.3 ) 　保育士 293 ( 98.7 )

　女性 279 ( 93.9 ) 　1年以下 16 ( 5.4 ) 　幼稚園教諭 256 ( 86.2 )

　1年超～2年 25 ( 8.4 ) 　保育教諭 55 ( 18.5 )

　2年超～3年 19 ( 6.4 ) 　小学校教諭 34 ( 11.4 )

　3年超～4年 35 ( 11.8 ) 　ホームヘルパー 13 ( 4.4 )

　なし 34 ( 11.4 ) 　5年超～10年 13 ( 4.4 ) 　介護福祉士 6 ( 2.0 )

　1年以下 2 ( 0.7 ) 　10年超 4 ( 1.3 ) 　中学校教諭 6 ( 2.0 )

　1年超～2年 4 ( 1.3 ) 幼稚園での勤務年数 　社会福祉主事 4 ( 1.3 )

　2年超～3年 14 ( 4.7 ) 　なし 236 ( 79.5 ) 　高校教諭 3 ( 1.0 )

　3年超～4年 50 ( 16.8 ) 　1年以下 8 ( 2.7 ) 　司書 2 ( 0.7 )

　5年超～10年 62 ( 20.9 ) 　1年超～2年 11 ( 3.7 ) 　特別支援学校教諭 2 ( 0.7 )

　10年超 131 ( 44.1 ) 　2年超～3年 11 ( 3.7 )

　3年超～4年 13 ( 4.4 )

　5年超～10年 12 ( 4.0 ) 　栄養士 1 ( 0.3 )

　10年超 6 ( 2.0 ) 　認定心理士 1 ( 0.3 )

　発達支援コーチ 1 ( 0.3 )

　保育心理士 1 ( 0.3 )

　養護教諭 1 ( 0.3 )

保育所での勤務年数

単位：名（％）

　レクリエーション
　インストラクター 2 0.7( )

年齢　 平均±標準偏差（範囲）

　　 　34.8歳±2.3歳（20-69）

資格・免許

CITC

0.4未満

x1　健康な生活に必要な習慣に気付くように援助する 0 ( 0.0 % ) 4 ( 1.3 % ) 116 ( 39.1 % ) 177 ( 59.6 % )

x2　安全な生活に必要な習慣に気付くように援助する 0 ( 0.0 % ) 3 ( 1.0 % ) 125 ( 42.1 % ) 169 ( 56.9 % )

x3　清潔になる心地よさを感じるように援助する 0 ( 0.0 % ) 2 ( 0.7 % ) 106 ( 35.7 % ) 189 ( 63.6 % )

x4　危険な場所が分かるように援助する 1 ( 0.3 % ) 2 ( 0.7 % ) 94 ( 31.6 % ) 200 ( 67.3 % )

x5　身近な人と関わる心地よさを感じるように援助する 0 ( 0.0 % ) 16 ( 5.4 % ) 142 ( 47.8 % ) 139 ( 46.8 % )

x6　身の回りに様々な人がいることに気付くように援助する 1 ( 0.3 % ) 12 ( 4.0 % ) 143 ( 48.1 % ) 141 ( 47.5 % )

x7　季節の変化を感じるように援助する 0 ( 0.0 % ) 6 ( 2.0 % ) 124 ( 41.8 % ) 167 ( 56.2 % )

x8　文字を使う意味に気付くように援助する 4 ( 1.3 % ) 75 ( 25.3 % ) 149 ( 50.2 % ) 69 ( 23.2 % )

x9　交通標識の意味に気付くように援助する 11 ( 3.7 % ) 103 ( 34.7 % ) 137 ( 46.1 % ) 46 ( 15.5 % )

x10　生活の中で必要な言葉が分かるように援助する 0 ( 0.0 % ) 4 ( 1.3 % ) 125 ( 42.1 % ) 168 ( 56.6 % )

x11　してよいことと悪いことを考えるように援助する 0 ( 0.0 % ) 46 ( 15.5 % ) 250 ( 84.2 % ) 1 ( 0.3 % )

x12　身近にある材料を使って、自分のイメージを表現するように援助する 1 ( 0.3 % ) 42 ( 14.1 % ) 168 ( 56.6 % ) 86 ( 29.0 % )

x13　したいこと、してほしいことを言葉で表現するように援助する 0 ( 0.0 % ) 91 ( 30.6 % ) 205 ( 69.0 % ) 1 ( 0.3 % )

x14　感じたこと、考えたことを動きで表現するように援助する 5 ( 1.7 % ) 110 ( 37.0 % ) 137 ( 46.1 % ) 45 ( 15.2 % )

x15　感じたこと、考えたことを音で表現するように援助する 22 ( 7.4 % ) 158 ( 53.2 % ) 99 ( 6.1 % ) 18 ( 6.1 % )

x16　感じたこと、考えたことを言葉で表現するように援助する 2 ( 0.7 % ) 5 ( 1.7 % ) 146 ( 49.2 % ) 144 ( 48.5 % )

x17　進んで運動するように援助する 0 ( 0.0 % ) 11 ( 3.7 % ) 117 ( 39.4 % ) 169 ( 56.9 % )

x18　手洗いを進んで行うように援助する 0 ( 0.0 % ) 0 ( 0.0 % ) 44 ( 14.8 % ) 253 ( 85.2 % ) 0.390

x19　歯みがきを進んで行うように援助する 2 ( 0.7 % ) 1 ( 0.3 % ) 42 ( 14.1 % ) 252 ( 84.8 % )

x20　うがいを進んで行うように援助する 0 ( 0.0 % ) 4 ( 1.3 % ) 56 ( 18.9 % ) 237 ( 79.8 % )

x21　自分の力で行動することの充実感を味わうように援助する 0 ( 0.0 % ) 16 ( 5.4 % ) 142 ( 47.8 % ) 139 ( 46.8 % )

x22　やり遂げた喜びを味わうように援助する 0 ( 0.0 % ) 2 ( 0.7 % ) 73 ( 24.6 % ) 222 ( 74.7 % )

x23　友達と一緒に活動する楽しさを味わうように援助する 0 ( 0.0 % ) 0 ( 0.0 % ) 66 ( 22.2 % ) 231 ( 77.8 % )

x24　周りの人へ思いやりをもつように援助する 0 ( 0.0 % ) 2 ( 0.7 % ) 94 ( 31.6 % ) 201 ( 67.7 % )

x25　自然現象に関心をもつように援助する 0 ( 0.0 % ) 20 ( 6.7 % ) 151 ( 50.8 % ) 126 ( 42.4 % )

x26　動植物に触れる体験をもつように援助する 2 ( 0.7 % ) 35 ( 11.8 % ) 140 ( 47.1 % ) 120 ( 40.4 % ) 0.363

x27　生活の中で必要な言葉を身につけるように援助する 0 ( 0.0 % ) 5 ( 1.7 % ) 101 ( 34.0 % ) 191 ( 64.3 % )

x28　友達の声を聴きながら歌うことを楽しむように援助する 3 ( 1.0 % ) 31 ( 10.4 % ) 145 ( 39.7 % ) 118 ( 39.7 % )

x29　気持ちを合わせて歌うことを楽しむように援助する 2 ( 0.7 % ) 32 ( 10.8 % ) 126 ( 42.4 % ) 137 ( 46.1 % )

注1：％は、四捨五入のために100％にならない場合がある。

注3：網掛けは、除外対象とした項目を表す。

注2：修正済み項目合計相関（CITC）の数字は、0.4以下であった項目のみ記す。

知識・技能の基礎を育む保育者のコンピテンシー

思考力、判断力、表現力等の基礎を育む保育者のコンピテンシー

学びに向かう力・人間性等を育む保育者のコンピテンシー

回答カテゴリ

していない
どちらかと
いえば
していない

どちらかと
いえば
している

している



 
表 3 育みたい資質・能力に関する保育者のコンピテンシー項目間の相関係数 

 
 
③ PNTCS-QA の構成概念妥当性と信頼性の検討 
 前記②の解析を基礎に、本研究においては PNTCS-QA の因子構造モデルを、「知識・技能の基礎
を育む保育者のコンピテンシー（9項目）」「思考力、判断力、表現力等の基礎を育む保育者のコ
ンピテンシー（5項目）」「学びに向かう力・人間性等を育む保育者のコンピテンシー（7項目）」
を下位因子とする 3 因子二次因子構造モデルとした。この因子構造モデルのデータへの適合度
は、RMSEA が 0.077、CFI が 0.947 であった（図 1）。なお、「育みたい資質・能力に関する保育者
のコンピテンシー」から 3つの下位因子（潜在変数）に向かう因子負荷量について、「知識・技
能の基礎を育む保育者のコンピテンシー」は 0.922、「思考力、判断力、表現力等の基礎を育む
保育者のコンピテンシー」は 0.839、「学びに向かう力・人間性等を育む保育者のコンピテンシ
ー」は 0.917 であった。3 つの下位因子（潜在変数）から 21 の質問項目（観測変数）に向かう
因子負荷量は 0.569～0.886 であり、すべて統計学的に有意であった。PNTCS-QA の信頼性を検討
するために、Cronbach のα信頼性係数を算出したところ、21 項目全体の cronbach's α信頼性
係数は、0.908 であった。  

 
図 1 育みたい資質・能力に関する保育者のコンピテンシー測定尺度の構成概念妥当性(標準化

解) 

 
４．研究成果 
PNTCS-QA の 3 因子二次因子構造モデルはデータに適合し、また内的整合性の側面から見た信
頼性も適切な範囲にあった。別言するなら、PNTCS-QA は、下位に「知識・技能の基礎を育む保育
者のコンピテンシー」「思考力、判断力、表現力等の基礎を育む保育者のコンピテンシー」「学び
に向かう力・人間性等を育む保育者のコンピテンシー」という 3因子を備えた「育みたい資質・

x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 x9 x10 x11 x12 x13 x14 x15 x16 x17 x18 x19 x20 x21 x22 x23 x24 x25 x26 x27 x28
 x2             0.872
 x3             0.583 0.645
 x4             0.682 0.669 0.590
 x5             0.621 0.638 0.602 0.501
 x6             0.562 0.651 0.589 0.521 0.758
 x7  0.540 0.586 0.510 0.574 0.568 0.675
 x8          0.353 0.467 0.342 0.445 0.411 0.547 0.490
 x9             0.272 0.387 0.428 0.365 0.435 0.463 0.523 0.531
 x10            0.560 0.543 0.597 0.661 0.581 0.499 0.552 0.488 0.559
 x11            0.564 0.637 0.533 0.651 0.557 0.509 0.577 0.493 0.333 0.751
 x12            0.262 0.294 0.351 0.299 0.263 0.218 0.359 0.361 0.264 0.346 0.391
 x13            0.629 0.536 0.474 0.642 0.482 0.574 0.568 0.449 0.360 0.696 0.818 0.428
 x14           0.375 0.437 0.317 0.387 0.505 0.510 0.414 0.504 0.480 0.399 0.368 0.460 0.372
 x15            0.201 0.417 0.304 0.237 0.394 0.395 0.375 0.514 0.495 0.339 0.168 0.482 0.249 0.729
 x16           0.447 0.383 0.363 0.466 0.355 0.442 0.503 0.386 0.389 0.635 0.663 0.442 0.739 0.436 0.364
 x17            0.516 0.428 0.308 0.373 0.389 0.326 0.406 0.380 0.286 0.288 0.354 0.284 0.356 0.378 0.160 0.340
 x18            0.519 0.379 0.594 0.594 0.370 0.426 0.510 0.333 0.199 0.482 0.656 0.292 0.643 0.157 0.057 0.538 0.439
 x19            0.378 0.379 0.501 0.535 0.291 0.234 0.461 0.315 0.068 0.464 0.598 0.163 0.539 0.123 0.057 0.317 0.336 0.824
 x20            0.468 0.446 0.536 0.579 0.335 0.475 0.425 0.461 0.184 0.454 0.557 0.203 0.559 0.155 0.103 0.421 0.397 0.858 0.759
 x21            0.514 0.440 0.352 0.470 0.419 0.435 0.409 0.540 0.290 0.465 0.360 0.339 0.513 0.417 0.383 0.460 0.553 0.338 0.301 0.425
 x22            0.428 0.397 0.381 0.421 0.360 0.348 0.437 0.360 0.152 0.442 0.514 0.231 0.531 0.226 0.144 0.554 0.449 0.597 0.440 0.512 0.706
 x23            0.493 0.444 0.559 0.541 0.541 0.431 0.490 0.347 0.239 0.517 0.620 0.331 0.602 0.163 0.141 0.540 0.486 0.645 0.579 0.503 0.561 0.857
 x24           0.482 0.534 0.477 0.496 0.488 0.467 0.613 0.457 0.331 0.669 0.714 0.422 0.682 0.346 0.270 0.590 0.377 0.597 0.504 0.516 0.497 0.705 0.798
 x25          0.435 0.455 0.343 0.431 0.447 0.341 0.638 0.355 0.294 0.399 0.494 0.460 0.334 0.395 0.410 0.422 0.459 0.407 0.253 0.268 0.445 0.369 0.437 0.645
 x26            0.308 0.269 0.290 0.240 0.326 0.109 0.369 0.196 0.340 0.209 0.178 0.244 0.268 0.186 0.201 0.315 0.388 0.215 0.184 0.102 0.243 0.258 0.315 0.328 0.568
 x27            0.705 0.649 0.512 0.561 0.632 0.536 0.562 0.414 0.445 0.695 0.727 0.324 0.692 0.328 0.233 0.671 0.466 0.510 0.403 0.464 0.513 0.565 0.628 0.645 0.600 0.476
 x28            0.304 0.350 0.406 0.316 0.387 0.373 0.399 0.420 0.339 0.367 0.368 0.282 0.335 0.360 0.364 0.401 0.384 0.431 0.337 0.330 0.382 0.422 0.462 0.446 0.300 0.249 0.474
 x29            0.366 0.395 0.409 0.320 0.460 0.460 0.428 0.437 0.311 0.463 0.509 0.279 0.385 0.421 0.426 0.483 0.409 0.448 0.336 0.381 0.448 0.493 0.560 0.538 0.399 0.275 0.577 0.855

注1：太字は、項目間の多分相関係数が0.8以上であった数値である。



能力に関する保育者のコンピテンシーの概念」が一次元性を備えており、またその因子を構成す
る 21 項目は加算性があることを意味している。 
保健医療分野の専門職と比較して、保育者を対象としたコンピテンシー測定尺度に関する研
究がほとんど見当たらない中、PNTCS-QA を開発する過程にて、教育要領（文部科学省 2017）、
保育指針（厚生労働省 2017a）、教育・保育要領（内閣府 2017）において示された概念規定に即
した上で、幅広い領域におけるコンピテンシーの概念やその因子構造を参考に、幼児教育・保育
の領域におけるコンピテンシーの概念を明らかにできたことは、本研究の大きな成果と言えよ
う。 
近年、教育要領、保育指針及び教育・保育要領が改定・改訂（文部科学省 2017；厚生労働省
 2017a；内閣府 2017）された状況を踏まえ、指定保育士養成施設の指定及び運営基準の一部改
正（厚生労働省 2018b）が行われた。この改正では、保育士養成課程を構成する各教科目の目標
及び教授内容において、「育みたい資質・能力」を念頭に置き、子どもの生活や遊びが充実する
よう援助する力を習得させるという、幼児教育の実践力の向上（厚生労働省 2017b；2017c）を
求めている。 
今回開発した PNTCS-QA では、「育みたい資質・能力に関する保育者のコンピテンシー」に関し
て、一次元性を持つ項目群が選定されているとともに、確認的因子分析による因子構造モデルの
適切さが検証されている。このような PNTCS-QA は、保育者のコンピテンシーの水準に対する客
観的な評価、また、育みたい資質・能力に関する保育者のコンピテンシーが、子ども達の円滑な
保幼小接続を促進していくという概念との因果性の検討などに活用でき、教育や実践に資する
知見の蓄積にとって貢献できるものと推察される。 
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